
日
本
語
の
作
文
技
術
・
目
次

は
じ
め
に

第
一
章
な
ぜ
作
文
の
「
技
術
」
か

第
二
章
修
飾
す
る
側
と
さ
れ
る
側

第
三
章
修
飾
の
順
序

第
四
章
句
読
点
の
う
ち
か
た

第
五
章
漢
字
と
カ
ナ
の
心
理

第
六
章
助
詞
の
使
い
方

1
象
は
鼻
が
長
い

I
題
目
を
表
わ
す
係
助
詞
「
ハ
」

2
蛙
は
腹
に
は
ヘ
ソ
が
な
い

I
対
照
(
限
定
)
の
係
助
詞
「
ハ
」

3
来
週
ま
で
に
掃
除
せ
よ

I
マ
デ
と
マ
デ
ニ

4
少
し
脱
線
す
る
が
…
…

―
接
続
助
詞
の
「
が
」

5
サ
ル
と
イ
ヌ
と
ネ
コ
と
が
け
ん
か
し
た

I
並
列
の
助
詞

第
七
章
段
落



第
八
章
無
神
経
な
文
章

1
紋
切
型

2
繰
返
し

3
自
分
が
笑
っ
て
は
い
け
な
い

4
体
言
止
め
の
下
品
さ

5
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
の
過
去
形

6
サ
ボ
リ
敬
語

第
九
章
リ
ズ
ム
と
文
体

1
文
章
の
リ
ズ
ム

2
文
豪
た
ち
の
場
合

第
ー
○
章
書
き
出
し
を
ど
う
す
る
か

第
二
章
具
体
的
な
こ
と
を

第
三
章
原
稿
の
長
さ
と
密
度

第
三
章
取
材
の
方
法

付
I
メ
モ
か
ら
原
稿
ま
で

付
2
日
本
語
と
方
言
の
復
権
の
た
め
に

コ
メ
ン
ト
(
梅
棹
忠
夫
氏
)

お
わ
り
に

装
頓
・
田
村
義
也
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